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埼玉県の概要

人口 約７３４万人
６３市町村
県型保健所１３か所 市型保健所４か所



保健師の保健活動の方向性
「平成２５年４月改訂「地域における保健師の保健活動に関する指針」

地域における保健師の活動の本質

保健師は、公衆衛生看護学を基
盤とし、ヘルスプロモーション
の理念に基づいて、住民及び地
域を継続的かつ多面的に捉える
とともに、住民の生活と健康と
の関連を考察し、予防活動も含
めた地域保健活動を展開するこ
とが求められる職種であり、住
民の健康寿命の延伸やＱＯＬの
向上を図るうえで重要な役割を
担っている。

保健師の

活動の本質

地域を「みる」

「つなぐ」

「動かす」

地域活動に立脚し

た活動の展開
予防的介入の重視



保健師を取り巻く環境は・・・

〇超少子高齢社会、２０４０年問題

〇疾病構造の変化

〇家族のあり方の変化

〇貧困・経済格差、健康格差の拡大

〇医療費・介護給付日数の増加

〇大規模自然災害の発生

〇新興・再興感染症の発生 等々

保健師として・・・

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http://www.wanpagu-s.sakura.ne.jp/illust76.html&psig=AOvVaw15WUJSmDlKVoTdxuGWjVBN&ust=1596107902996000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNC5gcKr8uoCFQAAAAAdAAAAABAL




住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを続けることができるよう

地区担当制の推進

保健活動の対象は、地域で暮らす全ての人々

予防の視点をもったかかわり

地域包括ケア研究会：地域包括ケア研究会報告書 2013 より



保健師活動の目的

個人あるいは集団の健康課題へ対応する能力を向上させ、

ひいては地域全体の健康水準を向上させること

目的を実現するためには・・・・

地域で暮らす住民の生活全体をとらえること

つまり、個別の支援が基本！！！



保健師の専門性
【保健師のベストプラクティスの明確化とその推進方策に関する検討会報告書 平成２０年３月】

一部抜粋

<個別的な関係づくり>→ → → →<支援チーム・仲間・システムづくり>

保健師活動のコアとして

（１）生活、人、環境を捉え、あるべき姿に向かって主体性を尊重できる姿勢

（２）個別援助が原点、個から家族、環境を整える総合的な視点

（３）主体的に解決することへの支援 →

（４）地域責任性：保健師の立ち位置

（５）ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチの連動

指示でなく支持的なかかわり



公衆衛生看護の使命
～保健師にとって地区活動
（地区活動➡保健師活動の使命を果たす最適な手法）～

一人ひとりの住民を‘この地区の生活者’として理解し、そこから

地域共通の健康問題を見出す。その課題を地域共通の伝統・文化、

地域ルールから乖離せず、住民とパートナーシップ・協働に価値

をおきながら解決していく道筋を模索する。

これが公衆衛生看護活動の姿であり、公衆衛生看護活動の担い手

である保健師が、地域に対するこだわりを持ち続ける意味である。

保健師は、地区活動という地区に入り込む手法でこの活動を守り

続けた専門家である。

【「地区活動のあり方とその推進体制に関する報告書」平成２０年度 地域保健総合推進事業】



地域住民とのかかわり

いろいろなケースとの出会いから・・

大事にしなくてはいけないこと

〇対象者の話に耳を傾ける

聞く 聴く 訊く

医療職としての知識

〇対象者を理解するために

見る 観る 診る 視る

多角的にみる視点
否定から見ないでありのままを受容
個人を尊重し、真摯な態度
一つ一つの言葉のもつ意味を理解

アセス
メント

その人
を知る

各種情報
客観的なﾃﾞｰﾀ



個別の支援をしていくうえで

個別支援のＰＤＣＡ

「個」を大切に、個人特性

保健師の技（わざ）

指示ではなく支持

主体は誰なのか

主体は住民 保健師は伴走者

ゴールを目指して



次世代への期待

・保健師の仕事

想像（予測） → 創造

・地域に責任を持つ活動

・保健師はジェネラリスト

個人・家族 地区

想像：足りないあるいは将来足りなくなる？
創造：問題点を明らかにし、望む生き方の実現のために

自
分
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御清聴ありがとうございました。
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